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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月12日(2013.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　必要とする対象における心筋虚血を治療または予防する方法であって、前記対象の心臓
細胞における表１および２に記載された１種以上のｍｉＲＮＡの発現または活性を調節す
ることを含む方法。
【請求項２】
　前記１種以上のｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－３２０、ｍｉＲ－１９９ａ、ｍｉＲ－１５ファ
ミリーメンバー、ｍｉＲ－２１、ｍｉＲ－２６ａ、ｌｅｔ－７ｂ、ｍｉＲ－２１４、ｍｉ
Ｒ－１０ａ、ｍｉＲ－１０ｂ、ｍｉＲ－５７４、ｍｉＲ－９２ａ、ｍｉＲ－４９９、ｍｉ
Ｒ－１０１ａ、ｍｉＲ－１０１ｂ、ｍｉＲ－１２５ｂ、ｍｉＲ－１２６、ｍｉＲ－３０フ
ァミリーメンバー、ｍｉＲ－１４３、ｍｉＲ－１４５、ｍｉＲ－１８５、ｍｉＲ－３４ａ
、ｍｉＲ－１、ｍｉＲ－１３３、ｍｉＲ－２１０、およびｍｉＲ－２９ａ～ｃからなる群
から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記調節が、前記対象にｍｉＲ－３２０、ｍｉＲ－１９９ａ、ｍｉＲ－１５ファミリー
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メンバー、ｍｉＲ－９２ａ、ｍｉＲ－２１、ｍｉＲ－４９９、およびｍｉＲ－３０ファミ
リーメンバーからなる群から選択される１種以上のｍｉＲＮＡの阻害剤を投与することを
含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　１種以上のｍｉＲＮＡの前記阻害剤が、アンチセンスオリゴヌクレオチドまたはアンタ
ゴｍｉｒである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記アンチセンスオリゴヌクレオチドが、前記１種以上のｍｉＲＮＡの成熟配列と少な
くとも部分的に相補的である配列を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アンチセンスオリゴヌクレオチドが、少なくとも１つの糖および／または骨格修飾
を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記アンチセンスオリゴヌクレオチドが、約８～約１８ヌクレオチド長である、請求項
４に記載の方法。
【請求項８】
　前記調節が、前記対象にｍｉＲ－１２６、ｍｉＲ－１４３、ｍｉＲ－２１０、およびｍ
ｉＲ－２９ａ～ｃからなる群から選択される１種以上のｍｉＲＮＡのアゴニストを投与す
ることを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　１種以上のｍｉＲＮＡの前記アゴニストが、前記１種以上のｍｉＲＮＡの成熟配列を含
むポリヌクレオチドである、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アゴニストが発現構築物から発現される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記阻害剤またはアゴニストが、静脈内投与、皮下投与、または心臓組織内への直接注
射によって前記対象に投与される、請求項３または８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記阻害剤またはアゴニストが、経口、経皮、持続放出、制御放出、遅延放出、坐剤、
カテーテル、または舌下投与によって前記対象に投与される、請求項３または８に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記対象が冠動脈疾患を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１種以上のｍｉＲＮＡの発現または活性の調節後、心筋細胞の喪失が前記対象にお
いて軽減または抑制される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　第２の心臓治療剤を投与することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の心臓治療剤が、抗狭心症薬、β遮断薬、イオノトロープ、利尿薬、ＡＣＥ阻
害剤、２型アンジオテンシンアンタゴニスト、エンドセリン受容体アンタゴニスト、ＨＤ
ＡＣ阻害剤、およびカルシウムチャネル遮断薬からなる群から選択される、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記対象がヒトである、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　必要とする対象における低酸素に応答した心筋細胞の喪失を予防または軽減する方法で
あって、ｍｉＲ－１９９ａ、ｍｉＲ－３２０の阻害剤、および／またはｍｉＲ－２１０の
アゴニストを前記対象に投与することを含む方法。
【請求項１９】
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　前記ｍｉＲ－１９９ａまたはｍｉＲ－３２０の阻害剤が、アンチセンスオリゴヌクレオ
チドまたはアンタゴｍｉｒである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ｍｉＲ－２１０のアゴニストが、ｍｉＲ－２１０の成熟配列を含むポリヌクレオチ
ドである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記アゴニストがＨＩＦ１αである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
  前記アゴニストが発現構築物から発現される、請求項１８に記載の方法。


	header
	written-amendment

